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所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資

(一〉

島

恭

彦

一

、

問

題

の

背

景

-

二
、
所
得
倍
増
主
所
得
枯
差

γ

以
上
本
号

一
ニ
、
経
済
力
心
地
域
的
栴
差
L
ζ

地
域
的
集
中
」

回
、
公
共
投
資
白
賢
金
椋
と
そ
の
対
象

五
、
投
資
行
政
の
二
重
構
造

問

題

の

背

景

池
田
内
閣
白
新
政
策
が
た
亡
ら
れ
る
時
に
、
こ
れ
ま
で
所
得
倍
増
計
画
主
ね
っ
て
い
た
企
画
庁
の
成
長
率
七
・
二
%
と
い
う
数
字
が
、

年
率
九
%
に
引
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
た
い
き
さ
つ
を
見
て
い
る
と
、
成
長
率
九
%
と
か
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
の
所
得
倍
増
計
画
は
、
い

か
に
も
政
治
算
術
む
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
ん
に
成
長
率
の
高
さ
だ
け
白
問
題
で
は
な
い
。
そ
の
成
長
率
に
も
と
づ
い
て
、
財
政
上

の
自
然
地
収
が
は
じ
き
出
さ
れ
、
モ
れ
を
財
源
と
し
て
は
じ
め
て
池
田
内
閣
の
減
税
、
公
共
投
資
、
社
会
保
障
等
の
新
政
策
が
成
立
す

る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
新
政
策
に
財
政
的
な
裏
付
け
を
与
え
る
た
め
に
成
長
率
が
引
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
が
し
た
い
で

も
な
い

n

し
か
し
九
%
と
い
う
数
字
を
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
だ
と
い
う
白
は
誤
り
で
あ
る
。
池
田
内
閣
の
所
得
倍
増
計
画
の
背
後
に

所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
付

第
八
十
六
巻

。
主

第
五
可



所
得
倍
増
計
両
主
公
共
投
資
け

第
八
十
六
告

。
/、

第
五
号

は
、
下
村
迎
論
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
知
b
れ
て
い
る
よ
う
に
、
下
村
理
論
に
よ
る
と
、
昭
和
三
一
年
ま
で
の
日
本
経
済
は
供
給
能
力

に
く
ら
へ

τ総
需
要
が
超
過
し
、
金
融
引
綿
政
策
を
法
詞
と
し
な
け
れ
ば
た
b
た
い
段
階
で
あ
っ
た
が
、
三
二
年
以
後
は
設
備
投
資
心

上
井
に
よ
る
生
産
能
力
白
増
大
が
有
効
需
要
を
と
ま
わ
る
事
態
に
転
航
し
た
。
し
た
が
っ
て
モ
れ
以
後
の
財
政
金
融
政
策
は
拡
大
し
た

生
産
力
士
活
用
す
る
方
法
に
重
点
を
K
M

く
べ
き
で
あ
っ
て
、
徒
ら
に
景
気
の
過
熱
を
警
戒
す
る
よ
う
な
政
策
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
と

hv
う
の
で
あ
る
。
モ
む
よ
う
な
考
人
全
前
提
と
し
て
、

一
方
で
は
同
民
総
生
産
物
心
一
五
%
伎
の
設
備
投
資
本
、
こ
れ
か
ら
設
備
更
新

一
%
位
心
純
投
資
率
を
沿
さ
え
、
他
方
で
は
昭
和
二
六
一
三
年
度
の
統
計
か
b
、
と
れ
と
ほ
ぼ
同
組
の
同
民
総
生

を
さ
し
ひ
い
た
一

産
物
の
純
増
を
た
し
か
め
る
。
そ
こ
で
設
備
投
資
が
次
年
度
白
国
民
総
生
産
を
引
上
げ
る
割
合
、
づ
ま
り
産
出
係
数
は
、
ほ
ぼ
一
対
一

で
、
成
長
率
は

一
%
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ヲ
と
も
三
二
年
以
後
は
設
備
投
資
の
増
加
に
国
民
総
生
産
の
増
加
は
追
付
か
な
か
っ

上 た
。
産
出
係
数
は
一
一
以
下
に
た
っ
た
り
し
か
し
設
備
投
資
、
し
た
が
っ
て
生
産
能
力
は
国
民
総
生
産
の
一

一
%
の
成
長
を
み
こ
む

L

一
向
度
成
長
政
策
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
は
こ
う
い
う
下
村
理
論
は
、
を
の

一
%
づ
っ
一
高
ま
っ
て
い
る
以

後
と
く
に
産
出
係
数
の
考
え
方
や
モ
の
算
出
の
根
拠
に
対
す
る
論
争
心
中
で
、
理
論
的
に
は
打
破
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
理
論
的
に
破

ら
れ

τい
て
も
、
市
刊
に
池
田
内
閣
の
政
策
の
文
え
に
在
っ
て
い
る
事
実
に
は
変
り
は
た
い
。
政
策
士
問
題
に
す
る
本
稿
で
は
、
モ
う
い

う
浬
論
的
争
点
に
は
立
入
ら
ず
、
む
し
ろ
下
村
理
論
の
立
っ

τ
い
る
現
実
的
な
基
盤
を
考
え
て
み
よ
う
。

一
体
設
備
投
資
を
独
立
安
困
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
発
足
す
る
同
民
経
済
成
長
の
予
測
は
、
ど
う
し
て
も
強
気
に
な
り
や
す
い
。
理
論

的
に
い
え
ば
、
設
備
投
資
は
決
し
亡
独

tv変
数
で
は
な
く
遊
休
設
備
や
利
潤
半
に
依
存
し
て
い
る
も
白
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
技
術
革
新

に
支
え

b
れ
、
財
政
金
融
政
策
に
よ
っ
て
利
潤
を
保
障
さ
れ
て
い
る
大
企
業
か

b
み
れ
ば
、
設
備
投
資
土
足
が
か
り
と
し
て
長
期
の
生

民
計
両
主
組
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
あ
る
大
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
汰
の
よ
う
に
の
〈
て
い
る
。

「
い
ま
の
と
こ
ろ
凶
十
年
ま
で
に
じ

E



二
十
億
円
の
資
金
で
高
炉
二
基
、
ワ
イ
ド
・
プ
ラ
ソ
ジ
ピ
l

ム
、
ホ
グ
ト
・
ス
ト
リ
ッ
プ
、
コ
ー
ル
ド
・

λ

ト
リ
ッ
プ
を
つ
く
る
が
、

ま
だ
ま
だ
力
を
入
れ

τ増
設
し
て
も
い
い
。
鉄
鋼
生
産
も
四
十
五
年
に
四
千
五
百
万
ト
ン
生
産
す
る
と
い
う
臼
標
が
で
き
て
い
る
が
、

こ
れ
は
経
済
成
長
率
を
七
・
二
%
と
み
た
た
め
で
、
九
%
に
す
れ
ば
さ
ら
に
増
産
の
余
地
が
あ
る
。
」
(
日
齢
、
九
月
十
三
日
)
大
メ
ー
カ
ー

は
こ
の
よ
う
に
、
政
府
の
所
得
倍
増
計
画
を
全
く
日
己
の
も
の
と
す
る
だ
け
の
実
力
を
も
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
鉄
鋼
白
大
子
各

社
は
こ
の
秋
期
決
算
に

b
h
て
も
、
前
期
に
比
し
て
一
五
%
か
ら
二
O
%
雨
明
の
益
金
を
生
み
出
す
見
込
み
で
あ
る
。
半
期
に
こ
れ
だ
け

の
噌
加
率
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
「
所
得
倍
楢
」
に
は
二
ヶ
年
半
た
い
し
三
ヶ
年
あ
れ
ば
た
り
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
投
資
ブ
ー

ム
の
過
程
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
も
の
は
、
大
企
業
の
設
備
投
資
で
あ
る
。
最
近
心
開
銀
白
調
へ
で
は
、
本
年
度
の
大
企
業
の
設
備
投
資

は
前
年
度
忙
く
ら
へ
て
四
八
%
も
増
大
し
士
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
主
た
「
経
済
白
書
」
は
三
四
年
度
の
設
備
投
伐
を
資
本
金
一
億
円

以
上
白
一
大
六
九
社
げ
つ
い
て
一
兆
二
千
八
百
億
円
、
対
前
年
度
比
一
一
三
%
増
L
(

治
習
え
て
W
る
が
、
と
れ
は
三
四
年
度
設
備
投
資
額

の
大
吉
友
部
分
を
占
め
る
に
相
違
た
い
。
毛
う
い
う
設
備
投
資
を
中
心
と
し
て
、
鉱
ヨ
業
生
産
は
前
主
度
の
二
九
%
増
、
国
民
総
生
産

は
一
六
%
増
を
み
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
成
長
率
は
過
去
の
銑
字
か
ら
み
て
例
外
的
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
成
長
率

を
九
%
と
す
る
こ
と
は
、

L

ま
だ
ま
だ
控
え
目
の
計
算
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ

K
刈
し

τ企
画
庁
の
也
・
二
%
と
い
う
数
字
は
ど
う
か
。
乙
れ
も
勿
論
根
拠
白
た
い
数
字
で
は
な
加
。
と
の
数
字
に
近
い
も
の

が
は
じ
め
て
国
民
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
「
速
す
ぎ
た
拡
大
」
を
反
省
し
た
三
二
年
度
の
「
経
済
白
書
」
の
紙
上
で
あ
っ
た
。

寸
ぎ
た
肱
大
」
と
は
、
国
民
総
生
産
と
鉱
工
業
生
産
白
伸
び
の
予
想
が
、
モ
れ
ぞ
れ
四
・
三
%
と
む
・
三
川
初
で
あ
っ
た
の
に
、
実
際
に

「

速

は
前
者
一
三
了
九
%
、
後
者
二
一
了
四
%
で
あ
り
、
民
間
投
資
も
前
年
の
八
割
も
増
大
し
た
、
モ
白
結
果
は
輸
入
の
激
増
と
国
際
収
支

の
悪
化
と
を
招
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
の
「
白
童
己
は
ま
た
別
に
有
名
な
っ
一
一
重
構
造
」
む
解
消
と
い
う
目
標
金

所
得
倍
梢
計
画
と
公
共
投
資
付

第
八
十
一
ハ
巻

。
士二

第
五
号



所
得
佑
噌
計
画
、
と
公
共
投
資
け

第
八
十
六
巻

。
ノ、

第
五
号

四

も
か
か
げ
た
。

「
二
重
構
造
」
と
は
、
わ
が
国
の
人
口
圧
力
の
結
果
、
低
所
得
者
層
、
不
完
全
雇
用
者
層
が
非
常
に
多
く
、
大
企
業
と

中
小
企
業
、
所
得
問
D
格
芹
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
か
ら
労
働
人
口
心
増
大
は
は
げ
し
く
友
り
、
雇
用
問
題
の
胸
突
き

八
丁
は
今
後
一

0
年
間
で
あ
る
。
モ
れ
で
こ
の
困
難
な
雇
用
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
高
率
心
経
済
成
長
を
維
持
L

た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
四
%
で
は
年
々
ふ
え
る
人
口
を
吸
収
し
、
二
重
構
造
白
悪
化
を
防
ぐ
と
と
も
む
ず
か
し
い
。

せ
め
て
六

t
七
%
の
準
急
白
成
長
率
を
長
く
保
ち
た
い
も
む
だ
。
L

0/0 

の
特
急
は
無
理
で
も
四
%
の
鈍
行
は
物
足
日
た
い
、

(一一一一一年度、

二
人
買
)
と
い
う
結
論
が
で
て
き
た
。
己
y

ト
で
は
七
併
と
い
う
数
字
は
、

打
ち
だ
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
モ
こ
で
強
い
て
わ
け
れ
ば
J
九
%
説
は
、
大
企
業
中
心
の
設
備
投
資
の
観
点
、
七
・
三
%
説
は
構

造
政
策
白
観
点
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
一
方
下
村
説
に
も
労
働
力
の
豊
富
な
日
木
で
高
い
投
資
率
を
維
持
す
る
と
と
は
可
能
だ
し

ま
た
必
要
だ
と
い
う
観
点
が
あ
り
、
他
方
今
年
度
目
「
経
済
白
書
」
も
自
由
化
に
そ
な
え
た
構
造
政
策
を
具
体
的
に
E

打
出
し
、
(
農
業

経
営
の
体
質
噴
善
、
高
度
加
工
産
業
の
育
成
、
産
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
化
の
促
進
、
研
究
開
発
能
力
の
培
養
、
工
業
の
地
方
分
散
等
)
内
閣
の
新
政
策
を

裏
づ
け
て
い
る
。
私
達
は
同
説
を
九
%
と
か
七
・
一
一
%
と
か
い
う
、
成
長
の
速
度
の
と
こ
ろ
で
対
立
さ
せ
る
白
で
た
け
れ
ば
、

(
高
度
成
長
輸
と
二
章
構
造
解
消
論
)
は
、
と
も
か
く
池
田
内
閣
の
新
政
策
の
文
言
の
中
で
、
統
一
さ
れ
て
い
る
と
云
え
よ

h
o

経
済
白
書
、

二
重
構
造
解
消
の
た
め
の
雇
用
政
策
を
ふ
ま
え
て

同
説

註
「
こ
の
よ
う
な
経
済
成
長
力
を
適
切
に
誘
導
推
進
す
る
と
と
に
よ
っ
て
今
後
十
年
間
に
、
お
お
む
ね
二
倍
以
上
の
所
得
水
準
に
到
達
さ
せ
、
完

キ
一
一
臣
加
を
実
制
し
、
H
H
林
漁
業
と
そ
の
他
の
産
業
問
、
大
企
業
と
中
小
企
業
問
、
地
域
聞
な
ど
に
お
け
お
所
得
の
均
衡
を
は
か
り
、
性
活
能
力
の
弱

い
者
に
も
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
途
と
す
る
。
」

問
題
は
、
政
策
論
と
し
て
は
出
度
成
長
論
と
二
重
構
造
解
消
論
と
は
調
和
吉
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
白
投
資
ブ
l

ム
の
過
稗
で
、

高
度
成
長
そ
の
も
白
が
新
に
二
重
構
造
を
激
成
し
て
き
た
と
い
う
現
実
に
対
す
る
認
識
、
そ
れ
に
も
ー
と
づ
く
政
策
を
、
下
村
組
論
は
も



ち
ろ
ん
、
企
画
庁
も
持
辛
口
ぜ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
一
二
年
度
白
「
白
書
」
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

一
方
で
は
二

重
構
造
白
原
因
を
過
剰
人
口
由
江
川
力
と
い
う
よ
う
校
正
こ
ろ
に
も
と
め
、
他
方
で
は
過
剰
投
資
を
国
際
収
支
の
思
化
と
い
う
観
点
か
ら

野
戒
し

τい
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
二
重
構
造
は
た
し
か
に
後
進
国
日
本
心
歴
史
に
根
を
持
ヮ

τい
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
い

う
歴
史
的
基
盤
の
上
に
、
戦
後
の
一
高
度
成
長
に
よ
っ
て
つ
く
り
が
さ
れ
て
ふ
き
た
新
た
在
二
重
構
造
を
認
め
た
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

私
は
と
の
と
と
を
次
の
第
二
、
第
三
節
の
中
心
課
題
と
し
上
う
k
思友つ。

し
か
し
モ
の
原
因
は
何
れ
に
あ
る
仕
上
、
政
府
が
高
度
成
長
政
策
を
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
現
に
存
在
す
る
二
重
構
造
の
解
消
と
変

革
と
い
う
誤
題
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
と
い
ろ
事
実
は
重
大
で
あ
品
。
今
年
障
の
「
経
済
白
書
」
が
、
構
造
政
策
(
産
業
構
造
是
正
政
策
)

を
る
も
の
を
掲
げ
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
と
れ
は
あ
る
意
味
で
仕
政
府
に
と
っ
で
戦
後
の
民
主
化
政
策
、
最
地
改
革
以
来
の

最
大
の
危
機
で
あ
る
。
そ
の
危
機
の
打
開
の
た
め
に
、
ま
た
二
重
構
造
解
消
の
た
め
に
、
減
税
、
公
共
投
資
、
社
会
保
障
を
中
心
と
し

た
新
政
策
が
打
出
さ
れ
て
い
る
。
思
は
こ
の
中
で
と
く
に
公
共
投
資
を
中
心
と
し
た
問
題
点
を
第
四
、
第
五
節
で
考
察
す
る
は
ず
で
あ

る。
公
共
投
資
は
、
第
一
に
増
大
す
る
生
産
力
の
周
辺
(
道
路
、
港
湾
、
工
業
用
水
等
)
を
直
接
補
強
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
の

第

K 

増
大
す
る
生
産
力
と
消
費
力
と
白
ア

y
バ
ラ
ン
ス
(
こ
れ
は
下
村
理
論
も
み
と
め
て
い
る
〉
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
第
三
に
伝

来
の
小
農
維
持
策
に
支
え
ら
れ
て
き
た
農
村
の
近
代
化
を
促
す
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
第
四
托
生
産
力
白
高
度
成
長
が
も
た
ら
す
様

々
の
磨
撚
や
矛
盾
の
解
消
む
た
め
、
つ
ま
り
投
資
の
再
配
分
、
産
業
部
門
聞
の
編
成
替
、
労
働
力
白
配
置
替
、
失
業
の
防
止
、
公
共
施

設
の
拡
充
等
々
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

己
こ
で
公
共
投
資
政
策
は
、
す
で
に
戦
前
モ
の
政
策
白
母
体
に
な
っ
た
ケ
イ
ソ
ズ
理
論
た
ど
り
与
件
と
は
呉
る
状
況
の
下
に
進
め
ら

所
得
倍
増
計
百
と
公
共
投
資
付

第
八
十
ハ
巻

。
九

品
五
号

五



所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
け

第
八
十
六
醤

。
第
五
号

~ ノ、

れ
よ
う
と
し
て
い
る
事
実
に
注
怠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
イ
ン
ズ
辿
諭
の
直
曲
し
た
事
態
は
、
民
間
投
資
の
不
足
、
モ
こ
か
、
b
b

こ
る
有
効
一
軍
要
平
雇
川
の
不
足
を
、
公
共
投
資
が
埋
め
ね
ば
な
ら
な
い
戦
前
の
恐
慌
で
あ
一
っ
た
。
い
ま
や
わ
が
国

ω
民
間
設
備
投
資
は
、

F
村
理
論
を
生
み
出
し
た
ほ
ど
に
盛
行
し
て
W
る
υ

モ
こ
か
ら
将
来
の
設
備
過
剰
や
不
況
が
予
測
さ
れ
な
い
で
は
た
い
。
し
か
し
当
問

こ
の
生
産
力
の
増
大
が
ひ
き
沿
己
す
多
〈
の
磨
擦
や
矛
屑
を
調
整
す
る
た
め
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
民
間
投
資
を
さ

b
に
前
進
吉
せ
る

た
め
に
、
公
共
投
資
が
要
望
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
経
済
審
議
会
の
民
間
総
括
小
委
員
会
は
結
論
す
る
。

「
所
得
倍
増
計
画

の
わ
も
た
担
い
手
は
民
間
部
円
で
あ
り
、
民
間
投
開
以
で
あ
る
。
政
府
は
補
完
附
な
立
場
に
ま
わ
り
、
民
間
産
業
む
活
動
基
慌
を
強
化
す

る
た
め
の
公
共
投
資
に
重
点
を
沿
く
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
り
わ
け
民
問
。
大
企
業
は
主
の
社
会
的
責
任
を
甘
覚
し
た
け
れ

政
府
部
門
は
間
接
統
制
に
後
退
す
る
。

計
画
を
つ
ら
ぬ
く
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
に
相
違
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

R
然
増
収
を
財
源
と
す
る
新
政
策
は
、
各
省
庁
か
ら
十
一

ば
な
ら
な
い
。
」

(
H
紅
、
九
月
三
O
日
)
民
間
大
企
業
の
投
資
ど
中
心
に

己
れ
は
所
得
佑
哨

万
九
千
名
の
定
員
噌
を
ふ
く
む
概
算
要
求
を
呼
び
だ
し
、
公
共
投
資
政
策
に
便
乗
す
る
各
省
か
ら
、
同
ず
し
水
利
行
政
の
た
め
に
囚
ヲ
の

公
団
設
肯
要
求
を
き
そ
い
だ
す
を
と
、
官
僚
機
構
の
肥
大
に
拍
車
を
か
け
る
の
で
は
友
い
か
と
い
う
一
不
安
の
念
を
沿
こ
さ
せ
て
い
る
。

に
地
方
自
治
は
圧
迫
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
る
。
(
京
都
新
聞
、

(
日
経
、
九
月
一
三
日
、

J

月
庁
人
員
白
増
加
に
は
絶
対
反
対
)
ま
た
新
政
策
を
重
点
化
す
る
た
め
の
財
源
統
制
と
減
税
政
策
の
ア
フ
リ
の
た
め

一(υ
月
ゴ
円
、
地
方
団
体
は
協
力
せ
よ
〕
さ

b

に
高
姿
勢
の
成
長
政
策
に
民
間
が
づ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
官
僚
統
制
の
強
化
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
た
い
か
と
い
う
不
安

も
あ
る
。

(朝

H
、
九
月
六
日
)
こ
う
い
う
輿
論
白
中
に
あ

b
わ
れ
て
い
る
不
安
心
念
は
、
か
な
り
の
恨
拠
を
も
っ
亡
い
る
。

民
間
投
資

に
草
点
を
お
く
高
度
成
長
政
策
が
、
民
王
主
義
を
犠
牲
に
し
て
推
進
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
逆
説
的
の
工
う
で
あ
っ
て
、
実
は
そ
う

で
は
た
い
。



註
地
方
向
治
の
正
也
は
、
凶
と
地
方
団
体
と
内
問
で
一
五
わ
れ
る
だ
は
り
で
な
く
、
ま
た
部
品
府
県
と
市
町
村
、
市
町
村
と
住
民
と
の
関
係
で
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
臨
海
工
業
地
帯
造
成
政
策
に
つ
い
て
、
都
道
附
応
、
市
町
村
が
、
市
町
村
ま
た
は
住
民
に
対
し
て
無
断
で
、
工
場
に
構
償
で
土
地
を
提

供
し
た
り
、
免
税
措
置
を
し
た
り
、
地
一
瓜
負
担
を
き
め
た
り
す
る
例
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
問
団
に
つ
い
て
は
第
五
節
参
照
。

所
得
倍
増
と
所
得
格
差

企
画
庁
は
成
長
率
九
%
の
恨
拠
を
与
え
た
下
村
理
論
主
次
り
よ
う
な
珂
由
で
批
判
し
て
い
る
。

設
備
投
資
の
動
向
を
大
前
提
に
し
工
、
こ
れ
か

b
生
産
能
力
主
ハ
ジ
キ
出
し
て
国
民
総
生
産
主
概
算
、
こ
れ
を
政
府
支
出
、
在
庫
投
資
、

(
日
経
、
九
川
四
H
〕
下
村
理
論
で
は

住
宅
投
資
、
輸
出
た
と
の
各
一
市
要
要
因
に
配
分
し
、
残
り
を
個
人
消
費
に
割
当
る
手
法
が
と

b
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
刑
制
捜
支
出
比
毎

年
一
O
%
以
上
も
ふ
え
b
勘
定
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
企
画
庁
心
計
算
に
よ
る
と
、
三
四
年
度
の
、
国
民
総
生
産
の
刈
前
年
度
比
は

一
六
%
増
な
の
に
対
し
て
、
仙
人
の
消
費
水
俸
の
上
昇
は
四
・
八
併
に
す
ぎ
な
い
、
し
た
が
っ
て
毎
年
一
O
%
以
上
の
削
指
巴
拡
大
を

期
待
す
る
こ
と
は
無
理
で
、
か

P
陀
モ
の
率
を
維
持
す
る
と
し
た

b
貨
幣
賃
金
を
大
巾
に
引
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
云
っ
て
い

る
。
す
で
に
の
ベ
た
下
村
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
総
生
産
と
総
消
費
は
均
衡
す
べ
き
で
あ
づ
て
、
個
人
の
消
費
が
期
待
さ
れ
る
ほ
ど
の
び

な
い
な
ら
ば
、
あ
そ
ら
く
適
当
た
需
要
刺
激
政
策
が
必
要
で
あ
る
と
U
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
批
判
者
も
被
批
判
者

も
結
局
理
論
的
立
場
は
阿
一
だ
と
い
え
る
が
、
企
画
庁
の
方
は
現
実
に
お
こ
っ
て
い
る
生
産
と
消
費
の
ズ

V

を
重
視
す
る
も
の
の
、
イ

ン
ア
レ
政
策
に
は
警
戒
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ

τ下
村
理
論
と
い
う
も
の
が
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
た
通
り
、
総
生
産
と
総
消
費
の
均
衡
を
前
提
と
す
る
国
民
経
済
計
算
の
考
え
方

に
支
九
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
一
一
由
を
も
っ
て
い
V

る
と
す
る
と
、
モ
う
い
う
観
点
か
ら
は
、
生
産
の
上
昇
が
所
得
格
差
を
も
含
む
様
々
の

所
得
倍
哨
計
岡
と
公
共
投
資
付

第
八
十
六
巻

第
五
号

じ



所
得
倍
増
司
自
と
公
叫
投
資
付

第
八
十
六
巻

品
川
町
五
戸
ぢ

/、、

不
均
衡
を
も
た
ら
し
、
モ
れ
が
吉
た
牛
産
と
消
砦
の
不
均
衡
を
生
み
出
す
と
い
う
現
実
の
、
ま
た
論
思
上
の
プ
ロ
七
月
は
無
視
さ
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
国
民
経
済
計
算
は
、
国
民
経
済
の
簿
記
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
好
況
白
場
合
で
も
、
不
況
の
場

ム
円
で
も
、
所
得
心
生
産
と
消
費
と
が
均
衡
す
る
よ
う
に
作
b
れ

τい
る
も
白
で
あ
る
。
モ
己
か

b
現
実
の
不
均
衡
白
問
題
に
せ
ま
る
手

が
か
り
は
た
い
。

一
休
国
民
経
済
計
算
で
国
民
総
生
産
物
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
実
に
は
た
と
え
ば
八
幡
製
鉄
や
富
士
製

第 1表

所有者別株式増加率

一一一」一一一 一」生地型盟担杢

発行株式数:" 19，467，480千株 17.3%

株 主 数 6，937千人 6.3%

事業会社当持株数! 日，618株 21.3% 

ー金融機関当持数数 418，798は 16.6% 

一個 人 当 持 株 数 1，32口株 8.5% 

所有株数別株式分布

「一一一一寸京 支一耳石蒜蚕-

10万 株以 上| 特 51.2叫

H121i 竺竺竺 33.21%

〔日興証券調〕

所有者別株式増加及分布

~34年下期〕

鉄
な
ど
の
製
品
何
千
万
ト
ゾ
等
々
と
い
う
形
で
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

前
節
で
の
ベ
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
大
メ
ー
カ
ー
が
計
画
に
数
倍
す
る
利

益
を
実
現
し
て
い
け
ば
、
ま
た
は
げ
し
い
市
場
の
競
争
心
中
で
計
画
に
追
加

づ
け
た
い
ど
こ
ろ
か
、
事
業
を
縮
小
せ
古
る
を
え
な
い
中
小
メ
ー
カ
ー
も
多

数
で
て
く
る
こ
と
は
理

ω当
然
で
あ
る
。
さ

b
に
己
の
よ
う
な
巨
大
な
利
益

が
、
配
当
や
利
子
山
形
態
を
と
っ
一
t
、
所
得
倍
増
政
策
の
一
環
た
る
租
税
、

金
融
政
策
に
よ
っ
て
、
大
資
本
、
大
所
得
者
に
集
中
す
る
プ
ロ
セ
λ

も
考
え

ね
ば
な
b
な
い
。
第
一
表
は
最
近
の
所
得
者
別
株
式
の
哨
加
お
よ
び
分
布
表

か
b
、
仁
の
己
と
士
う
か
が
ゐ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
り
表
で
事
業
会

社
心
持
株
の
増
加
が
一
番
多
い
が
、
そ
れ
は
三
三
年
以
降
企
業
コ
ン
ピ
ア

l

ト
の
形
式
の
持
合
い
の
例
が
ふ
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
金
融
機
関

の
持
株
数
が
や
は
り
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
業
会
社
と
金
融
機
関



と
の
相
互
の
結
び
つ
一
き
が
、
今
度
の
減
税
に
つ
い
て
も
配
当
白
益
金
算
入
、
不
算
入
問
題
を
め
ぐ
り
複
雑
な
利
害
を
生
み
、
モ
の
点
が

新
政
策
で
は
不
明
確
に
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
む
し
ろ
今
度
。
減
税
政
策
の
焦
点
の
一
つ
が
資
本
蓄
積
政
策
に
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
大
衆
投
資
者
は
拡
大
し
た
が
、
全
体
と
し
て
個
人
株
主
は
法
人
株
主
に
対
し
て
比
重
を
減
じ
、
と
く
に

五
千
株
以
下
の
中
小
株
主
数
は
圧
倒
的
に
多
い
が
、
持
株
数
に
b
h
v
τ
は
三
三
-
二
一
%
と
い
う
比
重
を
た
も
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
う
い
う
現
実
白
土
産
分
配
の
過
程
を
考
え
る
と
、
国
民
経
済
計
算
の
中
の
国
民
総
生
産
に
対
応
し
て
い
る
分
配
国
民
所
得
な
る
も

白
も
、
士
た
現
実
に
は
、
大
中
小
と
非
常
に
大
き
な
格
差
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
在
い
。
と
と
ろ
で
こ
の
中
で
総

量
と
し
て
は
大
き
友
割
合
を
し
め
る
低
所
得
居
は
、
モ
の
支
出
や
流
通
の
過
程
に
お
い
て
は
、
軽
微
な
物
価
や
税
金
ゃ
料
金
の
引
上
げ

こ
れ
が
ま
た
後
で
み
る
よ
う
に
所
得
倍
増
計
画
に
よ
っ
て
必
然
的
に
な
っ
て
く
る
ー
に
も
大
き
た
影
響
を
う
け
、
実
支
出
は
削
減
さ

れ
る
も
り
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
早
晩
、
総
生
産
と
総
支
出
の
不
均
衡
は
あ
ら
わ
札
ざ
る
を
え
な
い
。
経
済
循
環
と
し
て
白
高
度

成
長
、
そ
田
生
産
、
分
配
、
消
費
友
ど
の
あ

b
ゆ
る
過
程
に
、
新
な
二
重
構
造
を
生
み
だ
す
要
闘
が
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
包〉ζ

ζ

で
は
経
済
の
総
循
環
過
程
を
分
析
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
む
し
ろ
所
得
心
分
配
消
費
の
過
程
で
の
格
差
に
考
察
の
焦
点
を
あ

τ
ょ
う
。
「
経
済
白
書
」
か
ら
所
得
の
階
層
別
格
差
を
あ
b
わ
す
よ
う
な
資
料
を
借
用
し
よ
う
。
第
二
表
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
紘

理
府
統
計
局
に
よ
る
全
部
市
勤
労
者
世
惜
の
「
家
計
調
査
を
五
人
世
帯
に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
昭
和
三
主
年
度
、
経
済
白
書
、
ニ

ハ
凹
頁
〉
ー
か
b
V
ま
で
の
五
階
層
は
、

モ
れ
ぞ
れ
前
年
に
く

b
，
へ
て
七
・
三
%
か
ら
八
・
二
%
ま
で
の
所
得
の
の
び
を
得
た
。

三レ
、一

れ

は
ほ
ぼ
七
・
二
%
と
い
う
企
画
庁
の
成
長
率
に
近
W
数
字
で
あ
る
。
し
か
し

I
、
E
D
層
で
は
、
所
得
の
の
び
に
比
し
て
消
費
支
出
の

白
び
は
か
な
り
低
く
お
さ
え
ら
れ
、
し
か
も
I
D
層
で
は
二
、
九
一

O
門
の
赤
字
を
出
し
て
い
る
。
己
の
ー
の
家
計
は
臼
ぞ
き
、

E
を

所
得
倍
増
計
画
ー
と
公
共
投
資
け

第
八
十
六
巻

一

第
立
号

九



所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
け

勤労者世帯階層別家計収支

LIL 

EF寸

第
八
十
六
巻

凹

第
五
号

。

市

25，797 

24，097 

1，701 

7Y 

E 

第2表

6.0 

基
準
と
し
て
も
、
所
得
札
お
い
て
、

V
は
E
D
約
二
・
五
倍
、
家
計
刺
余
に
お
い
て
約
九
倍
と

い
う
絡
差
を
だ
し
て
い
る
。
-
干
E
の
低
所
得
者
用
の
問
脳
は
、
実
は
三

O
I三
一
年
目
「
神

武
景
気
」
の
段
階
で
、
年
間
収
入
八
万
円
未
満
の
階
層
は
、
農
林
、
非
農
林
業
あ
わ
せ
℃
二
ハ

四
万
人
か
ら
三
二
六
万
人
へ
、
ま
た
月
収
八
千
円
未
満
の
被
雇
用
者
は
、
五
二
七
万
人
か

b
Lハ

一
六
万
人
に
増
加
し
た
(
低
所
得
者
一
千
万
人
)
と
云
わ
れ
た
時
以
来
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

;;.. 
」

の
時
以
米
こ
う
い
う
低
所
得
者
層

ω
所
得
は
名
目
的
に
は
上
昇
し

τ
い
る
が
、
第
二
表
に
み
た

5.6 

よ
う
な
所
得
格
差
は
あ
い
か
わ
ら
ず
つ
づ
い
て
い
る
。
実
は
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
毎
年
の
ご

と
く
「
厚
生
白
書
」
が
と
り
あ
げ
て
い
る
問
題
な

ω
で
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
半
入
b
た
い
。
し

か
し
「
厚
生
白
書
」
が
毎
年

ω
ご
と
く
と
り
あ
げ
、
毎
年
の
ご
と
く
低
所
得
者
層
の
赤
字
を
指

摘
し
て
い
る
の
で
、
こ
む
問
題
を
「
人

υ圧
力
」
で
片
づ
け
よ
う
と
す
る
よ
う
な
見
解
が
生
れ

て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
格
差
そ
の
も
の
は
「
人
口
圧
力
」
で
は
解
釈
で
き
な
い
。
モ
う
い
う
λ

タ
テ
ィ
ッ
ク
な
見
方
上
り
、

「
料
武
景
気
」
か
ら
「
岩
戸
町
民
気
」
ま
で
の
高
度
成
長
の
動
態
か

b
、
と

ω
よ
う
に
し
て
こ
の
よ
う
な
所
得
格
差
が
あ
ら
わ
れ

τき
た
か
を
考
察
す
る
と
と
の
占

が
重
要
で
あ
AJ
う。

第
二
表
に
つ
い
亡
み
れ
ば
、
ー
か
ら
V
へ
所
得
線

ω
方
が
支
出
線
工
り
も
一
モ
う
急
傾
斜
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

の
四
・

0
倍、

V
の
支
出
は
ー
の
二
・
五
倍
)

(
V
の
所
得
は
I

所
得
の
変
化
に
刻
し
て
比
較
的
固
定
的
た
消
費
支
出
の
た
め
に
低
所
得
で
は
赤
字
が
出
た
り

家
計
の
余
剰
が
せ
ば
ま
る
し
、
高
所
持
層
は
反
対
に
な
る
。
そ
う
い
う
比
較
的
悶
定
的
な
泊
費
支
出

ω内
容
は
何
か
。
ま
ず
最
近
物
側



ヒ
昇

ω
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
い
る
食
糧
費
の
消
費
支
出
に
対
す
る
割
合
、

つ
ま
り
エ
ソ
ゲ
ル
係
数
は
、

最
近
の
標
準
的
な
勤
労
者
世
帯

(
消
費
支
間
三
七
‘
四
二
二
円
)
で
は
三
八
・
二
%
(
東
京
都
)
で
あ
る
。

消
費
支
出
が
一
五
、

0
0
0同
に
近
づ
く
と
五
O
%
を
己
え
る
。

食
糧
口
町
白
値
上
り
が
か
り
に
六
%
で
あ
っ
て
も
、
モ
れ
は
低
所
得
屑
に
よ
り
霊
山
ド
負
担
と
一
広
つ
己
い
る
こ
と
は
閃
か
で
あ
る
。

最
近
の
物
価
の
上
昇
の
次
に
米
る
も
の
は
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
交
通
通
信
、
医
療
、
教
育
、
モ
の
他
手
数
料
、
公
謀
等
、
い
わ

ば
独
占
価
格
、
管
理
価
格
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

b
の
負
担
割
合
は
棋
準
的
な
勤
労
者
四
家
計
で
一
ニ
一

-
九
%
を
占
め
亡
い
る

G

し
た
が
っ
て
低
一
所
得
者
層
白
負
担
割
合
は
も
っ
と
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
戦
前
の
標
準
家
計
で
は
二
六
・
三
%
で
あ
っ
た
。
も

ら
に
さ
き
に
指
摘
し
た
エ

γ
ゲ
ル
係
数
心
戦
前
の
標
準
(
都
市
勤
労
世
背
)

っ
と
も
設
近
D
値
上
り
に
関
係
な
く
、
戦
前
と
く
ら
や
へ
た
戦
後

ω家
計
の
負
担
と
い
え
ば
、
組
税
負
担
が
依
然
と
し
て
最
も
重
い
。
さ

は
=
一
一
瓦
・
六
%
で
あ
っ
て
、

ハ
惇
主
出
茜
一
ニ
よ
一
年
度
)
現
在

白
方
が
ま
だ
や
や
高
い
と
い
え
る
。
食
糧
費
、
公
共
料
金
、
租
税
等
強
制
さ
れ
た
支
出
の
ウ
ェ
イ
l
り
大
き
い
戦
後
山
家
計
は
、
戦
前

に
〈
ら
べ
て
一
そ
う
弾
力
性
を
う
L
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
し
、
そ
う
い
う
も
の
の
上
昇
は
ま
ず
侭
所
得
者
を
と

b
え
}
所
得
絡
差
を

大
き
く
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
問
題
は
、

物
価
、

料
金
の
上
回
到
を
促
す
要
因
が
高
度
成
長
白
中
に
あ
る
と
い
う
己
と
で
あ
る
。

ま
ず
消
費
む
側
か

b
。

「
消
費
景
気
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
の
裏
に
、
さ
き
に
の
へ
た
戦
後
の
中
所
得
以
下
臼
家
計
白
ゆ
と
り
の
な
さ
か

b
、
好
況
期
に
は
勤

労
者
一
人
当
り
、
世
帯
当
り
の
現
金
収
入
を
多
〈
し
よ
う
と
い
う
努
力
が
は
た
ら
さ
、
そ
こ
か

b
ま
た
税
金
支
出
を
た
か
め
、
さ
ら
に

ゆ
が
め
ら
れ
た
「
デ
モ
ソ
ス
ト
レ

l
シ
ョ

γ
効
呆
」
た
ど
を
現
出
さ
せ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
こ
と
を
見
沿
と

L
て
は
な
ら
な
い
。

低
所
得
者
層
白
消
費
支
出
は
、
ま
ず
食
糧
品
部
刊
を
は
じ
め
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
零
細
企
業
に
向
け
ら
れ
。
零
細
企
業
の
低
生
産
性
、
モ

れ
を
と
り
ま
く
流
通
機
構
は
、
こ
白
需
要
の
増
に
応
じ
さ
れ
な
い
。
こ
こ
に
物
価
、
料
金
上
井
の
一
つ
臼
き
っ
か
け
が
つ
く
ら
れ
る
。

所
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倍
増
計
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他
方
で
は
好
況
期
に
現
金
収
入
を
た
か
め
よ
う
と
ナ
る
低
所
得
者
層
の
同
じ
動
き
が
、
一
零
細
企
業
の
賃
金
コ
ス
ト
を
高
め
る
要
因

r

た
る
。
現
在
大
企
業
中
心
心
高
度
の
設
備
投
資
は
一
雇
用
機
会
を
増
大
さ
せ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
に
む
け
る
零
細

企
業
D
分
厚
い
層
白
た
め
に
、
大
企
業
へ
白
労
働
力
白
流
入
を
直
線
的
に
促
し
て
い
く
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
い
う
動
き
と
競

合
し
て
、
農
村
か
ら
零
細
企
業
へ
、
零
細
企
業
か

b
零
細
企
業
へ
白
労
働
力
移
動
を
は
げ
し
く
し
て
い
る
。
モ
白
結
果
は
零
細
企
業
k

b
け
る
初
任
給
自
か
左
り
大
巾
左
上
究
主
促
し
て
い
る
。
賃
金
の
引
上
げ
だ
け
で
は
な
い
。
労
働
力
白
争
奪
戦
K
ま
さ
と
ま
れ
た
零
細

企
業
は
福
利
厚
生
施
設
を
改
普
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
者
聞
の
競
争
の
た
め
に
、
庖
舗
や
施
設
の
改
良
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
W
Q

モ
こ
に
ま
た
環
境
衛
生
法
や
社
会
保
険
制
白
圧
力
が
加
わ
っ
て
く
る
。
す
べ
て
こ
白
よ
う
な
コ
ス
ト
の
上
昇
要
因
は
、
こ
れ
ま
で
低
賃

金
に
依
存
し
て
い
た
零
細
企
業
の
低
生
産
性
の
た
め
に
、
直
に
物
価
引
上
げ
の
要
因
に
な
っ
て
い
く
。
モ
D
物
価
引
上
げ
は
、
低
所
得

者
層
を
と
〈
に
圧
迫
す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
最
近
の
低
所
得
者
層
の
現
金
収
入
の
増
大
も
、
零
細
企
業
主
中
心
と
す
る
消
脅
財
の

値
上
り
も
、
互
い
に
因
と
怠
り
果
と
な
っ
て
、
高
度
成
長
へ
の
足
を
引
張
り
合
う
結
果
と
な
っ

τ
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
y
し
と
自
体
が
、

高
度
成
長
白
中
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
新
な
一
一
重
構
造
な
の
で
あ
る
。

同
じ
く
低
所
得
者
層
や
零
細
企
業
を
圧
迫
し
て
い
る
公
共
料
金
、
公
課
の
上
昇
の
原
因
は
、
別
に
説
明
さ
れ
れ
ば
左
ら
た
い
。
そ
れ

は
と
く
に
国
や
地
方
の
政
策
、
公
共
投
資
の
問
題
に
関
係
す
る
か

b
、
第
四
節
以
下
の
中
心
課
題
に
な
る
。
と
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
次
の

点
だ
け
を
指
摘
し

τお
己
ぅ
。
も
と
も
と
資
本
蓄
積
の
不
足
の
中
で
お
こ
っ
て
い
る
高
度
の
一
設
備
投
資
の
た
め
に
、
民
間
投
資
と
公
共

投
資
、
公
共
投
資
と
公
共
投
資
と
の
聞
に
競
合
関
係
が
生
じ
る
。
そ
と
か
ら
公
共
事
業
中
公
営
企
業
陀
対
す
る
公
共
投
資
白
不
足
宇
す

ち
お
く
れ
が
生
じ
、
ま
た
利
子
負
担
や
元
金
償
還
の
重
圧
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
こ
で
公
共
企
業
ま
た
は
公
営
企
業
白
経
営
が
悪
化
し
、

活
路
を
料
金
引
よ
げ
に
も
と
め
る
こ
と
に
左
る
。
料
金
引
上
げ
の
一
理
由
は
一
様
で
は
在
い
が
、
現
在
の
主
要
な
理
由
は
己
己
に
も
と
め



ら
れ
よ
う
。

最
後
に
低
所
得
者
層
を
庄
迫
し
、
し
か
も
公
共
政
策
平
公
共
投
資
に
関
す
る
問
題
と
い
え
ば
、
地
価
平
家
賃
の
上
井
が
あ
る
。
二
七

年
を
惹
準
と
す
る
相
対
価
格
か
ら
み
れ
ば
、
住
宅
費
の
上
昇
が
最
も
上
位
を
し
め
亡
い
る
。
し
か
も
間
借
1
公
営
公
団
住
宅
借
家
と

い
う
系
列
に
お
け
る
住
E
h
D
格
差
は
、
所
得
心
格
差
を
モ
心
主
主
あ
ら
わ
し
て
い
る
D
で
、
住
宅
費
は
低
所
得
者
層
ほ
と
重
〈
な
ヮ
て

い
る
。
(
生
活
保
護
者
中
ス
ラ
ム
街
の
居
住
者
に
と
っ
て
は
最
高
で
あ
る
ロ
)
も
っ
と
も
標
準
的
な
勤
労
者
此
帯
の
家
計
で
は
、
家
賃
地
代
は
比

較
的
ひ
く
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
時
戦
後
の
統
制
の
作
用
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
他
国
か
ら
み

る
と
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
た
戦
前
と
の
比
較
に
お
け
る
勤
労
者
家
計
の
硬
直
性
が
住
宅
支
出
を
圧
迫
し
、
居
住
内
容
を
悪
化
さ
せ
て

い
る
も
の
と
も
み

b
れ
る
。
戦
前
(
昭
九
一
一
年
)
の
基
準
か

b
み
れ
ば
、
三
五
年
の
賃
金
の
名
目
的
上
回
引
は
三

Ouu倍
と
い
ろ
中
で
、

食
糧
白
消
費
者
物
価
は
三
三
八
倍
、
租
税
は
八
四
四
倍
(
国
税
地
方
税
白
人
口
一
人
当
り
Y
こ
れ
に
対
し
住
宅
費
は
二
一
九
倍
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
す
で
に
の
〈
た
よ
う
に
住
宅
費
の
最
迂
の
値
上
り
は
ひ
ど
い
の
で
あ
る
。
戦
前
の
基
準
か
ら
み
て
も
、

建
築
費
の
名
目
的
上
昇
は
六
一

O
倍
、
地
価
は
八
一

O
倍
と
な
っ
て
い
る
。
公
営
住
宅
や
公
団
住
宅
白
家
賃
は
需
給
関
係
で
は
友
〈
、

原
価
計
算
で
き
め

b
れ
る
か
ら
、
建
築
費
や
地
価
の
と
昇
は
当
然
公
共
住
宅
の
家
賃
白
上
昇
と
な
ヮ
て
低
所
得
者
屑
を
圧
迫
す
る
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
最
近
に

b
け
る
地
価
の
暴
騰
は
、
~
一
角
度
成
長
政
策
白
中
に
そ
の
原
因
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

す
で
に
白
べ
た
こ
と
を
要
約
し
よ
う
。
所
得
倍
増
と
所
得
格
差
と
の
聞
に
は
因
果
関
係
が
あ
る
。
現
在
白
よ
う
な
高
度
の
民
間
投
資

を
主
力
と
し

τ進
行
す
る
一
角
度
成
長
は
、
雇
用
の
飛
躍
的
な
増
大
を
も
た
b
す
け
れ
ど
も
、
産
業
の
二
重
構
造
モ
の
も
の
の
解
消
に
は

友
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
物
価
白
上
昇
を
促
し
、
新
な
二
重
構
造
と
所
得
格
差
を
も
た
ら
す
要
因
に
な
る
。
し
か
も
モ
の

よ
う
な
高
度
成
長
の
中
で
、
地
価
、
株
価
、
利
子
な
ど
「
不
生
産
的
所
得
」
の
高
騰
、
公
共
料
金
の
引
上
げ
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
白

所
得
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計
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四

体
が
ま
た
二
重
構
造
と
所
得
格
差
を
つ
く
り
出
す
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
と
れ
は
単
友
る
減
税
な
ら
ぬ
整
税
(
税
制
改
革
)
や
公
共
投

資
な
ど
、
つ
ま
り
公
共
当
局
の
政
策
の
側
に
、
二
重
構
造
解
消
印
草
大
友
責
任
の
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

経
済
力
の
地
域
的
格
差
と
地
域
的
集
中

所
得
格
差
と
い
う
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
経
済
の
二
重
構
造
を
抽
象
的
な
経
済
学
上
の
タ

1
ム
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
議
論
を
進

め
て
い
く
中
に
、
所
得
格
差
の
問
題
は
高
度
成
長
を
も
た

b
す
経
済
循
環
に
工
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
経
済
力
白
集
中
と
独
占
の
問
題

に
ぶ
つ
か

b
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
本
節
で
は
こ
れ
に
関
連
し
て
、
地
域
間
を
結
ぶ
経
済
循
環
心
中
で
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
、
経
済
力
の

住民 人当り租税負担額よりみた高度玉県
低度五県白戦前戦後の変化

〔全閏平均を100とした指数〉

昭和 9年度 昭和31年度

品 東京L 185.4 新尽 270.4 

度 大阪 181.0 大阪 238.2 

兵庫 169.8 神奈川 176.2 
五

京都 143.0 兵庫 168.9 

県 愛知 117.2 愛知 131.7

低福島 62.0

度千葉 61.6 徳島 39.4

高知日1.2 山梨 38.6 

五茨城 55.4 茨城 37.8

県 j 岩手 I 49.9 臨児島 30.5 

(経済企画庁，国民生活の地峡別丹析より)

地
域
的
格
差
と
同
時
に
地
域
的
集
中
の
問
題
を
考
察
し
よ
う
。

戦
前
白
日
本
経
済
も
明
治
以
来
高
度
成
長
を
特
徴
と
し
て
き
た
。
同
七

白
た
め
に
封
建
的
な
地
主
制
の
下
に
と
り
残
さ
れ
た
広
大
な
農
村
地
域

を
持
つ
こ
と
に
た
っ
た
。
つ
ま

p
地
域
的
な
二
重
構
造
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
地
主
制
が
よ
り
の
ぞ
か
れ
た
後
白
戦
後
白
高
度
成
長
は
、
こ
の

重
構
造
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
か
。

下
の
問
題
と

し
て

提
起
で
き
る
で
あ
り」

う註れ
。は

純
粋
在
意
味
で
独
占
体
制1

在
戦
聞
で
は
γ

正
確
な
地
捕
別
の
分
配
凶
民
所
得
に
関
ず
る
統
計
が
欠
け
て

い
る
の
で
、
戦
前
戦
後
に
お
け
る
経
済
力
の
地
械
的
格
差
の
変
化
を
比
較

す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
し
か
し
住
民
一
人
当
り
租
税
色
担
額
の
相
違



が
経
済
力
の
地
域
的
格
差
を
闘
接
的
に
あ
ら
わ
す
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
職
前
、
戦
後
の
変
化
を
靴
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
⑫
し
か
し
上
司
表

で
、
戦
前
の
最
高
(
東
京
〉
段
低
(
岩
手
)
の
格
差
三
・
七
倍
、
戦
後
の
最
高
(
東
京
)
最
低
(
鹿
児
島
)
白
格
差
九
倍
と
い
う
の
は
、
戦
前
戦
後

の
租
税
精
造
心
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
所
得
白
地
域
的
特
需
の
変
化
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
思
達
は
戦
前
の
租
税
負
担
額

の
地
域
的
格
差
か
ら
ほ
ぼ
戦
前
の
高
度
五
県
と
低
度
五
県
を
え
ら
ぶ
こ
と
が
で
き
る
L
、
戦
後
も
ま
た
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
上
去
を
み
れ
ば
よ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
高
度
六
県
に
つ
い
て
は
、
昭
和
九
年
の
兵
庫
、
京
都
は
、
昭
和
三
一
年
で
は
低
下
、
あ
る
い
は
姿
を
消
し
、
新
に
神
奈
川
が
あ
ら
わ

h
た
こ
之
に
よ
っ
て
京
訳
地
帯
に
対
し
、
京
阪
神
地
持
の
経
務
力
は
低
下
し
た
こ
し
ζ

、
低
度
六
県
に
つ
い
て
は
、
昭
和
九
年
町
福
島
、
岩
手
り
東
北

地
帯
が
昭
和
一
一
一
一
年
で
は
姿
を
梢
L
、
新
に
高
知
、
徳
島
等
の
凹
園
、
鹿
児
島
の
南
九
州
地
帯
が
後
進
聞
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
注
意
し

て
よ
い
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
政
府
当
局
に
は
高
度
成
長
政
策
に
よ
っ
て
二
重
構
造
を
解
消
し
エ
う
と
い
う
意
同
は
み
ら
れ
る
が
、
逆

K
高

度
成
長
に
よ
ヮ
て
二
重
構
造
が
激
成
さ
れ
た
と
い
う
現
実
に
対
す
る
認
識
が
欠
け
て
い
た
。
し
か
し
政
策
的
意
図
と
現
実
と
の
ヅ
レ
は

い
ず
れ
明
白
に
な
る
に
相
違
な
い
。
現
に
新
政
策
白
基
礎
と
な
る
成
長
率
が
七
・
二
%
上
り
九
%
に
ひ
ふ
さ
上
げ

b
れ
た
と
き
、
自
民
党

拡
大
政
調
審
議
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
高
度
成
長
は
地
域
聞
の
経
済
力
の
格
差
、
都
市
と
農
村
と
の
格
差
を
ひ
ど
く
す
る
と
い
う
批
判

的
空
気
が
強
か
フ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
企
業
の
設
備
投
資
に
導
か
れ
る
高
度
成
長
は
二
重
構
造
を
生
み
だ
す
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
危
倶
の
念
が
、
自
民
党
の
内
部
に
も
浸
透
し
て
さ
た
と
い
う
事
実
に
注
意
し
よ
う
。
政
党
は
モ
の
政
治
的
地
盤
臼
関
係
か

b
、
経

済
力
白
地
域
的
格
差
に
つ
い
て
は
敏
感
に
な

b
ざ
る
主
え
な
い
。
同
時
に
訂
政
当
局
も
行
政
機
構
が
地
域
的
に
編
成
さ
れ
て
い
る
限
り

に
沿
い
て
、
己
白
問
庖
に
は
関
心
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
地
域
的
格
差
の
問
題
が
、
モ
の
原
因
の
如
何
は
別
問
題
と
し
て
、
最
近
で

は
政
治
問
題
化
し
、
所
得
倍
増
政
策
白
一
課
題
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

最
近
企
画
庁
や
通
産
省
は
経
済
力
ま
た
は
企
業
の
地
域
的
格
差
の
問
題
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ

τき
た
。
己
と
に
企
画
庁
は
「
国

所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
け

第
八
十
六
巻
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所
得
倍
増
計
画
ー
と
去
共
投
資
け

器産hE号室'預金額

三生翌J 所合~Il~竺1
l，000 I 1，000 I 1，000 

EjI; 

第 3妻表
の
よ
う
た
統
計
表
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

沼
八
十
六
巻

。
崎
山
叩
五
町
方

プミ

民
生
活
白
地
域
別
分
析
」

(
三
凶
年
八
月
)
を
発
表
し
た
。
し
か
し
経
済

企
画
庁
の
前
身
で
あ
る
経
済
安
定
本
部
は
す
で
に
昭
和
二
五
年
の
段
階

で、

「
府
県
別
現
況
分
析
」
や
「
地
方
経
済
力
計
測
上
の
問
題
点
」
を

発
表
し
、
こ
の
問
題
に
と
り
く
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
以
来
幾
変
遷
し

た
行
政
機
構
の
中
で
、
地
域
分
析
が
ど
白
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
た
か

私
は
し
ら
な
い
。
最
近
の
「
地
域
別
分
析
」
は
、
か
門
戸
て
の
地
域
分
析

白
中
に
あ
っ
た
地
域
間
の
経
済
循
環
平
経
済
力
白
地
域
的
集
中
の
視
点

を
欠
吉
、
た
だ
あ
る
が
ま
ま
の
地
域
的
格
差
の
分
析
に
終
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
か
つ
て
私
は
安
本
時
代
白
地
域
分
析
に
も
と
づ
い
て
、
第

そ
う
と
し
た
も
の
で
は
在
い
。
生
産
、
所
得
、
預
金
の
順
序
に
経
済
力
の
集
中
し
て
い
く
一
角
度
闘
と
、
逆
托
経
済
力
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低

(
現
代
地
方
財
政
論
、
昭
和
二
六
年
〕
己
れ
は
単
な
る
経
済
力
の
地
域
的
格
発
告
示

下
し
亡
い
く
後
進
圏
と
を
刈
照
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
第
三
表
に
反
映
し
て
い
る
日
本
経
済
心
地
域
構
造
は
、
復
興
段
階
白
も
白
で
あ
り
、
所
得
税
が
大
衆
課
税
と
し
て
農
村
の
す

み
ず
み
か
ら
資
金
を
吸
い
上
げ
、
こ
れ
を
大
産
業
へ
投
入
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
国
家
白
財
政
権
力
が
再
分
配
の
中
植
に
す
わ
っ
て
活

動
し
亡
い
る
時
代
の
も
の
で
あ
フ
た
。
二
五
年
以
後
独
占
を
中
心
と
す
る
分
配
、
再
分
担
の
過
程
が
復
活
し
、
所
得
税
は
減
税
さ
れ
、

公
共
投
資
ま
た
市
場
臼
諮
積
資
金
に
依
存
す
る
よ
う
に
た
っ
た
段
階
で
経
済
の
地
域
構
造
は
ど
白
よ
う
に
変
化
し
た
か
。
こ
れ
こ
モ
本

稿
の
問
題
で
あ
る
は
u

ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
己
の
聞
の
推
移
を
あ

b
わ
ず
官
庁
資
料
を
私
は
も
っ
て
い
な
い
。

「
閏
民
生
活
白
地
域



別
分
析
」
も
、
ま
る
で
こ
の
問
題
に
無
関
心
の
よ
う
で
あ
る
。

得
が
重
要
な
府
県
で
抜
け

τ
い
る
り
で
、
第
三
表
に
刈
応
す
る
よ
う
た
哀
は
つ
く
れ
な
い
。
た
だ
税
務
統
計
に
よ
っ
て
、
給
与
所
得
、

「
国
民
所
得
白
書
」
に
は
県
民
所
得
の
統
計
は
あ
る
が
、
県
民
生
産
所

法
人
所
得
、
配
当
利
子
所
得
な
ど
の
地
域
別
変
遷
を
た
と
れ
ば
、
戦
後
に
沿
け
る
経
済
力
白
地
域
的
集
中
と
格
差
。
動
向
は

b
b
よ
そ

辿
れ
る
で
あ
ろ
う
の
こ
の
こ
と
は
拙
者
「
現
代
の
国
家
と
財
政
の
理
論
」
で
明
か
に
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
の
べ
た
い
。

な
お
二
一
一
年
か

b
発
表
さ
れ
て
い
る
日
本
赤
十
字
社
の
「
都
道
府
県
別
民
力
測
定
資
料
集
」
は
材
料
は
ラ
フ
で
あ
る
が
、
各
種
心
事

項
に
関
す
る
地
域
別
統
計
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
第
三
表
に
類
す
る
も
の
を
作
る
こ
と
は
で
き
る
。
第
四
表
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の

中
、
会
社
資
本
金
は
参
考
ま
で
に
一
川
し
た
の
だ
が
、
こ
の
地
域
別
指
数
と
銀
れ
貸
出
額
の
指
数
は
、
東
京
、
大
阪
、
後
進
諸
県
で
は
大

件
対
応
し
て
い
る
。
神
奈
川
と
兵
庫
に
お
い
官
、
銀
行
貸
出
額
の
ウ
ェ

第 4表経済力の地域別指数

[コ孟日官肩互
全国 I1，000 1ρ00 Iρ00 

東京 I 14乱2 43止5 I 43ι4 

神奈川II 72.2 13.4 I 28.5 

大阪 I 131.1 179.6 I 175.3 

只蝉 I 79.2 14.4 I 80.3 

|変知II 92;2 74.~J 46.8 

岩手 6.7 1.2 i 2.2 

山梨|正5 1.7 2.4 

L日引三2.1 I 1.9 

出児島 4.D 2.4 I 3.2 

〔註)工業出荷簡は通産省調31年度，銀行
年間貸出韻は日銀問33午度，会社資本
金は国税庁調32年度

所
得
倍
増
計
両
と
公
共
投
資
付

イ
ト
は
工
業
出
荷
紙
の
モ
れ
と
く
b
ベ
て
ひ
ど
く
落
ち
て
い
る
が
、
こ

の
一
向
県
は
そ
れ
ぞ
れ
東
京
と
大
阪
の
経
済
聞
に
ふ
く
め

b
れ
る
も
の
と

み
て
よ
い
。
従
っ
て
京
浜
、
阪
神
の
よ
う
に
、
工
業
出
荷
額
白
集
中
以

上
に
銀
行
貸
山
額
の
集
中
し
て
い
く
と
こ
ろ
と
、
反
対
に
低
下
し
て
い

く
と
こ
ろ
こ
れ
は
全
国
府
県
の
大
部
分
で
あ
る
と
に
分
れ
る
。
前

者
主
工
業
生
産
力
、
後
者
主
余
融
力
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
大
体
地
域
開

の
経
済
循
環
の
法
則
を
あ
ら
わ
し
亡
い
る
。

し
か
し
現
在
高
度
成
長
下
の
わ
が
国
で
は
金
融
力
の
集
中
以
上
に
、

工
業
(
工
場
)
の
地
域
的
集
中
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
戦

第
八
」
l

六
番

第
五
号

七
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一
山
か
ら
の
四
大
工
業
地
帯
へ
む
工
場
集
中
、
モ
れ
が
ひ
き
お
こ
す
都
市
対
農
村
以
上
心
地
域
聞
の
二
重
構
造
の
問
題
で
あ
る
。
最
近
の

通
産
省
白
調
べ
に
よ
る
と
、
工
業
生
産
力
白
規
模
別
格
差
が
増
大
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
地
域
集
中
も
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
が
明
か
に

さ
れ
て
い
る
の
即
ち
四
大
工
業
地
帯
は
、
事
業
所
で
全
体
心
六
三
%
、
従
業
員
数
で
六
四
・
六
%
、
生
産
額
で
六
八
・
八
%
、
付
加
価

値
額
で
七

0
・
四
%
を
占
め
る
己
と
に
な
っ
た
。
と
く
に
付
加
価
値
額
で
み
る
と
、
最
低
の
鹿
児
島
を
一
と
し
、
東
京
一
六
九
、
大
阪

一
三
一
二
、
神
奈
川
九
二
、
兵
庫
八
六
、
愛
知
八
一
と
た
ヮ
て
い
る
。

(
日
経
、
九
月
士
一
一
と
こ
こ
か
ら
来
る
富
裕
県
と
貧
岡
県
の
財
政

力
白
川
崎
差
も
ま
た
六
さ
い
。
モ
己
で
国
は
工
場
の
分
散
政
策
士
企
図
し
、
地
方
公
共
団
体
は
工
場
誘
致
に
熱
狂
し
て
い
る
。
し
か
し
元

来
工
場
の
集
中
そ
の
こ
と
が
、
市
場
、
交
通
、
金
融
、
モ
の
他
公
共
サ
l
ピ
マ
ハ
の
集
中
改
善
を
も
た
ら
し
、
工
場
集
中
士
累
積
さ
世
る

傾
向
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
工
場
分
散
の
た
め
に
は
よ
陪
ど
思
W
き
っ
た
公
共
投
資
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
モ
れ
が
可
能
な

の
は
、
ま
た
国
の
公
共
投
資
と
容
易
K
結
び
づ
け
る
富
裕
県
で
あ
る
と
W
う
こ
と
に
な
る
。

他
方
工
業
白
地
域
的
集
中
は
、
そ
の
地
域
に
住
宅
難
、
交
通
難
、
工
業
お
よ
び
飲
料
用
水
の
枯
渇
、
地
盤
沈
下
平
空
気
、
水
の
汚
染
、

火
災
な
ど
白
公
害
、
そ
の
他
数
々
白
社
会
問
題
を
も
た
ら
す
。
こ
う
い
う
矛
悶
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
己
の
地
帯
に
公
共
投
資
は
累
積
、

集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
こ
れ
か
ら
来
る
潜
在
的
な
財
政
支
出
、
ま
た
は
住
民
負
担
白
大
き
さ
を
思
え
ば
、
地
方
公
共
団
体
同
日

貧
富
の
格
差
な
ど
と
い
う
も
の
は
見
か
け
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
官
裕
団
体
白
決
算
に
黒
字
が
出
て
い

τも、

モ
こ
の
住
民

(
と
く
に
低
所
得
者
層
)
の
家
計
に
は
赤
字
が
出
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
工
業
力
心
地
域
的
集
中
に
よ
っ
て
便
益
を
う
け
る
の
は
、
少
数

の
富
栴
地
域
か
ら
極
め
て
能
率
的
に
自
然
増
収
何
千
億
円
の
国
税
を
引
出
す
己
と
白
で
き
る
国
家
の
み
で
あ
ろ
う
。

ま
た
工
場
白
分
散
に
成
功
し
た
と
し
C
も
、
金
融
刀
白
地
域
集
中
白
問
題
に
ぶ
つ
か
る
。
金
融
財
政
力
の
東
京
集
中
は
戦
時
経
済
白

中
に
悶
〈
白
根
官
、
も
っ
て
い
る
が
、
占
領
下
で
一
層
進
行
し
、
さ
ら
に
ゴ
二
年
以
後
白
設
備
投
資
プ
l

ム
は
化
繊
各
社
の
本
社
士
関
西
よ



り
東
京
へ
吸
引
す
る
ほ
ど
の
力
を
も
っ
た
。
投
資
プ
l
ム
の
時
期
に
は
、
新
規
事
業
の
設
備
投
資
と
な
る
と
十
億
円
単
位
と
な
る
か
ら
、

東
広
で
な
け
れ
ば
話
は
つ
か
な
い
。
さ
ら
に
企
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
白
結
成
と
も
た
れ
ば
、
大
メ
ー
カ
ー
や
大
銀
行
の
ト
ッ
プ
・
レ
ベ
ル

む
地
域
的
集
中
と
地
域
的
結
合
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
内

金
融
力
白
地
域
的
集
中
(
地
域
的
格
差
)
は
、

式
の
所
有
で
は
、
東
京
が
囚
瓦
・
九
八
%
、
大
阪
が
一
丘
・
五
八
%
、
己
の
両
者
を
ふ
く
む
六
大
都
市
り
あ
る
都
道
府
県
の
所
有
株
数

合
一
四
年
ド
湖
、
日
証
調
。
へ
)
さ
ら
に
東
京
証
券
取
引
所
の
年
間
出
来
高
は
一
一
一
五
年
か

b
三
四
年

ま
で
四

O
佑
以
上
に
の
び
、
全
国
比
率
も
五
六
・
一
%
か
ら
六
六
・
七
%
へ

と
上
昇
し
た
。
大
阪
、
名
古
屋
の
出
来
高
は
乙
白
期
間
二
十
倍
前
後
増
加
し

て
い
る
が
、
全
国
比
率
か
ら
み
る
と
、
前
者
は
二
八
・
一
%
か

b
二
四
・
九

%
へ
、
後
者
は
五
・
八
%
か
ら
四
%
へ
と
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
己

ま
ず
株
式
の
所
有
平
取
引
の
大
都
市
(
と
く
に
東
京
)
集
中
に
あ
b
わ
れ

τ
H
る。

は

七
六
・
九
六
%
を
占
め
て
い
る

第 5衰

全

東

神

静

置

京

大

兵

福

式協fFYJjZF主f鼎読まに拠る〕

全国銀行預金貸出残高地域別
集中率の推移
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投
貸
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株

の
期
聞
に
沿
け
る
設
備
投
資
プ
1
ム
の
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

金
融
力
の
地
域
的
集
中
を
あ
ら
わ
す
第
二
の
指
標
と
し
て
、
全
国
銀
行
の

都
道
府
県
別
預
金
、
貸
出
残
高
の
地
域
的
集
中
率
の
推
移
主
戦
後
の
二
つ
の

時
期
に
つ
い
て
比
較
し

τみ
よ
う
。
第
五
表
は
、
二
六
年
と
三
五
年
と
の
比

較
、
つ
ま
り
投
資
プ
I
ム
の
時
期
を
ふ
く
む
戦
後
十
年
間
を
と
っ
た
。
こ
の

期
間
に
全
国
預
令
高
は
約
一
兆
円
か
ら
七
兆
包
千
億
円
に
、
全
国
貸
出
額

は
約
九
千
九
百
億
円
か
ら
七
兆
二
千
億
円
に
白
び
た
。
そ
の
何
れ
に
お
い
て

第
八
十
六
巻
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0 

も
、
第
五
表
に
え

b
ば
れ
た
八
つ
の
地
域
の
集
中
率
は
大
き
い
。
し
か
し
預
金
額
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
京
を
の
ぞ
く
外
、
と
の
期
間

に
お
い
て
い
ず
れ
の
却
域
の
ウ
ェ
イ
ト
も
落
ち
、
八
地
域
の
集
中
率
は
全
国
預
金
額
の
七
二
・
O
%
か
ら
六
八
・
七
%
へ
と
や
や
低
下

し

τ
い
る
の
に
対
し
、
貸
出
領
で
は
、
東
京
、
愛
知
、
大
阪
の
比
率
が
上
井
し
て
、
八
地
域
の
集
中
率
は
七
二
・
二
%
か

b
七
六
・
八

%
へ
と
上
昇
し
て
い
る
己
と
が
重
要
で
あ
る
。
両
年
度
を
通
じ
、
ま
た
預
金
、
貸
出
を
通
じ
、
東
京
、
大
阪
白
比
率
は
高
い
。
さ
ら
に

両
年
度
を
通
じ
て
預
令
集
中
卒
よ
り
も
、
貸
出
集
中
山
半
白
方
が
高
い
と
い
う
地
域
は
東
京
と
大
阪
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
三
五
年
に
は

愛
知
の
貸
出
集
中
率
が
預
令
集
中
卒
を
平
干
上
ま
わ
る
に
い
た
っ
た
。
己
れ
は
こ
の
地
域
に
ゐ
け
る
投
資
の
大
き
な
成
長
率
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
州
市
固
か
ら
み
れ
ば
東
京
、
大
阪
、
愛
知
を
白
ぞ
く
、
他
の
五
地
域
、

H
た
第
五
表
以
外
の
す
べ
て
白
地
域
に
治

い
亡
、
貸
出
の
比
率
が
預
令
の
比
率
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
と
h
う
事
態
は
、
己
の
同
年
度
を
通
じ
て
変
b
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。
つ
ま

り
民
間
資
令
は
地
方
か
ら
吸
い
上
げ
ら
れ
て
、
三
つ
の
大
都
市
、
大
産
業
地
帯
へ
集
中
し
て
い
〈
と
い
う
傾
向
は
こ
白
十
年
間
に
一
貫

し
て
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

ζ

う
い
う
金
融
力
の
集
中
傾
向
は
、
公
共
投
資
治
よ
び
そ
れ
に
密
接
な
闘
係
白
あ
る
資
金
源
で
あ
る
資

命
運
阿
部
、
簡
保
年
余
、
農
協
系
統
金
融
機
関
、
古
b
k
新
設
古
れ
る
国
民
年
金
た
ど
を
考
え
る
と
、
い
よ
い
よ
明
白
に
た
る
で
あ
ろ

〉

h
J

。最
後
に
公
共
投
資
の
問
題
に
接
近
す
る
た
め
に
、
財
政
資
金
(
国
庫
収
支
)
の
地
域
聞
の
流
れ
を
考
察
し
よ
う
。
財
政
資
金
の
流
れ

は
、
租
税
晶
、
専
売
た
ど
の
権
力
的
要
素
を

A

甘
み
、
モ
の
中
に
地
域
的
た
二
重
構
造
を
た
め
な
お
す
よ
う
な
機
能
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
o

乙
れ
は
最
近
財
政
の
安
定
装
置
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
「
財
政
金
融
一
体
化
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
財
政
資
金
の
巡
動
は
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
金
融
と
一
体
化
し
て
、
い
な
問
て
れ
以
上
に
経
済
方
の
地
域
的
集
中
を
促
進
し

て
い
る
。
私
は
こ
れ
を
国
庫
の
出
納
を
預
る
日
銀
統
轄
庖
別
の
財
政
資
金
対
民
間
収
支
表
を
通
じ
て
実
証
し
て
み
よ
う
u

第
六
表
は
一
一
一



第6表

一
年
度
の
も
の
で
、
少
し
古
い
が
大
体

ω
こ
と
は
ツ
か
め
よ
う
。

こ
臼
表
白
総
受
人
は
、

一
般
会
計
の
ほ
か
食
管
、
国
鉄
、
電
々
公
社
、

資
金
選
出
郎
、
外
為
会
計
の
受
入
主
人
百
む
。
己
の
総
受
入
は
著
し
く
集

中
的
で
、
関
東
と
近
畿
で
総
額
六
力
%
を
卜
口
め
て
い
る
。
租
税
収
入
の

地
域
構
造
は
大
体
こ
れ
に
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
財
政
収
入
は
お
よ
そ

全
国
白
中
の
一
最
も
富
裕
な
地
域
か

b
集
中
的
に
国
庫
に
人
っ
て
く
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
総
支
払
の
方
を
み
れ
ば
目
財
政
収
入
以
上
に

著
し
く
地
域
集
中
的
で
あ
る
。
こ
の
代
表
的
た
例
は
一
殻
会
計
十
の
防

衛
関
係
費
や
外
為
会
計
の
払
出
の
如
き
で
あ
る
。
ま
た
食
情
余
計
の
払

出
の
如
実
C

は
、
地
方
送
金
の
前
に
国
庫
よ
り
農
林
中
金
に
預
入
れ
b
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
地
方
分
散
的
で
あ
っ
て
も
、
支
払
額
の
大
部

分
が
一
時
的
に
せ
よ
中
央
で
滞
留
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
他
方
こ
こ
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
公
共
事
業
費
の
よ
う
に
比
較
的
分

散
的
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
、
地
方
交
付
税
な
ど
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
分
散
的
な
支
払
い

ー
に
、
き
さ
に
み
た
富
裕
地
帯
か
ら
集
中
的
に
受
入
れ

b
れ
る
租
税
の
如
き
収
入
と
の
関
連
だ
け
を
み
れ
ば
、
い
か
に
も
自
家
財
政
は
貧

富
地
帯
の
一
一
重
構
造
斡
修
疋
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
地
方
交
付
税
の
制
度
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
巨
大
な
額
が
富
裕
地
域

か
b
徴
収
き
れ
る
法
人
税
、
所
得
税
需
の
収
入
を
、
貧
富
臼
格
差
に
応
じ
て
地
方
公
共
団
体
に
再
分
配
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
付

し
そ
の
制
度
臼
機
能
は
、
主
ず
排
万
行
政
の
水
準
を
と
と
の
え
、
こ
れ
を
同
一
化
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
に
注
志
し
な
け
れ
ば
た
ら
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な
い
。
ま
た
こ
う
い
う
再
分
配
は
、
財
政
金
融
力
が
著
し
く
中
央
集
権
化
し
て
い
る
か

b
こ
そ
可
能
な
白
で
あ
る
。
地
方
交
付
税
や
公

共
投
資
(
公
共
事
業
費
)
に
、
経
済
力
白
地
域
的
格
差
主
是
正
す
る
作
用
を
み
る
よ
り
、
む
し
ろ
現
代
白
、
経
済
力
干
栴
力
の
中
央
集

権
化
の
一
側
同
を
み
た
万
が
一
そ
う
適
切
で
あ
る
。


